
 

 

［くまたろう推薦］（順不同。内容は省略した記述にしてあります。） 
（総評）今年は、とにかく疑問に思ったことを、丹念に調べ上げたものを選出しました。いわゆ

る科学コンクールのようなものの受賞対象になるような題材でなくても、本人が楽しくアプロー

チしていて、またそれを何とか読者に伝えようと奮闘している様子がわかる作品ばかりです。（く

またろう博士談） 
 
各タイトルの前にある★印の年度とタイトルは、当 HP で御紹介した過去の関連実験の報告で
す。今回御紹介している作品とあわせて、ぜひ参考にしてください。 
 
★★2009 年 類似 	 6 年 小中 彩衣 ｢筋肉と筋肉痛｣ 
★2003 年 ユニーク 	 5 年 安斉 柚花 「身長の日内変動」 
★2013年	 類似	 ６年 	 浦野 百寧 「筋肉量を増やせ！大作戦」 
［くま推薦１］６年	 田原	 慎太郎 食生活と体重の記録からの考察  

 
[動機と目的] 

 
 
[実験と結果] 
7月 19日から 8月 21日まで毎日の 3食と体重の記録をとった。 



 

 

 
体重の変化をグラフにして食事との間の関係を考えた。 



 

 

 

 
［まとめと考察］ 



 

 

 

	  
 
 
★2006 年	 くまたろう	 6 年（Y.		 T.）「どうしてスピーカーから音は出るの」	 	 	

［くま推薦２］	 ５年	 内田	 暁姫 電磁石の強さ 
[動機と目的] 



 

 

 
[実験と結果 1] 

 
巻きつけるものに、くぎ、えんぴつ、鉛筆の中空の補助軸、中が空洞の鉄の棒、ステンレスの棒

など身近に手に入るものを用意した。 

 
くっつけてみて個数を数え表にした。 



 

 

 
 
 [実験と結果２]  

 
60回、200回巻を作って実験した。 



 

 

	  
200回巻が最もよくついた。鉄の部分にクリップがつくから鉄の部分が多い方がいい。 
ほかに、エナメル線の太さによっても変わるかを調べた。 
 
[実験と結果３] 

	



 

 

 
［まとめと考察］ 
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★2006年	 くまたろう	 6年（Y. 	 T.）「どうしてスピーカーから音は出るの」	 	 	  
★2008年	 ユニーク 3	 4年（越塚	 毅）	 「計算する電気回路を作る」	 	 	 	  
［くま推薦３］５年	 中西	 優希 	 	 パソコンの仕組み（分解から組み立てまで） 

 
[動機と目的] 

 
 
 [実験と結果] 



 

 

それぞれの特徴をまとめながら段階を追ってパソコンを分解していった。記録しながら分解し、

再び組み上げてみた。 

 

	  



 

 

 

 



 

 
 



 

 

［まとめと考察］ 

 
 
 
★2014年データ	 ５年 三保 宇翔 「太陽を使って地球の大きさを測る」 
★2011 年 データ 	 6 年 水口 あや 松山と東京の南中時刻-南中高度および影の動きの比較- 
★2004 年 ユニーク	  3 年 和田健太郎「太陽とかげ」 
［くま推薦４］４年	 武藤	 佑奈  影の出来方について―影踏みで勝つには― 

 [動機と目的]  



 

 

[実験と結果 1] 

 
8/8	 ９：１５、１：１５に観察して記録しいろいろな角度で写真を撮った。 

 
8/9	 ９；１５、１２：２０、１５：３０、１７；４５にも、同様に観察した 



 

 

［まとめと考察］ 

 



 

 

 
他に、太陽の動きや影絵の手遊びについても調べてまとめた。 


